
  

  

  

   

  

 

  

  

  

 

 

上野西部地区 令和 2年 3月末 人口 3,131人 

世帯数 1,471男 1,517 女 1,614 人  

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

3 月 23 日、上野西部地区市民センターに

て上野西部地区住民自治協議会の運営委員

会が開かれました。主な議題と協議結果は次

の通りです。 

＊うえのまち風景づくり協議会の再開につ

いての説明を伊賀市建設部都市計画課より

受けました。今まで休止していた同協議会の

組織体制を見直して再開したいとのことで

した。上野西部地区は多くの町が城下町重点

区域や重点風景地区に指定されており全 18

自治会が風景づくり協議会の対象です。他に

東部地区の 7自治会と南部地区の 10自治会

が入っています。 

 ＊西部地区住民を対象とした買い物支援につ

いてですが，買い物バス活動の取り組みを進

めるために今回のアンケート結果で方向性が

決まれば二度目のアンケート調査を行うこと

が説明されました 

＊令和２年度の事業計画と予算方針について

説明がありました。各自治会に交付している

地区連絡費と６部会の事業費は前年とほぼ同

額ですが、令和 3 年度から 6 年度に向け徐々

に令和 2 年度の約 6 割の額に減額されていく

と説明がありました。またキラっと輝け！地

域応援補助金の申請が市に承認されたと報告

がありました。 

4月 15日、西部地区市民センターにて自

治会特別部会が開催されました。買い物支

援バスのアンケートにてバスの希望者が

50 名いることが報告され買い物支援プロ

ジェクトを作り対策を進めていくことが決

まりました。その他うえのまち風景づくり協議

会委員に西部自治協を代表して滝井利彰、白塚

尚三、久米繁の皆様が、令和 2年度伊賀地区防

犯協会委員に前田俊久と新東丸之内自治会長

の 2名が選出されました。（敬称略） 

伊賀上野城 
高石垣は日本有数の高さ。最上階
に横山大観等の天井画がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

                     

 

  

災害に備えて、各家庭にはどのようなものを備蓄しておくべきでしょうか。被災

後も我が家で生活を続ける（しかし電気・ガス・水道などは止まっている）場合と、

避難所に生活の場を一時的に移す場合とでは、当然異なってきます。後者の場合に

は、備蓄品などを避難所に持って行かねばなりませんから、その量はおのずから限ら

れるでしょう。 

ある防災備蓄用品のカタログによると、保存水・保存食・乾パン・トイレ・毛布・

カイロが一組になっております。つまり、これらが自分と家族の命を守るための基本

だ、ということでしょう。では、備蓄量はどれだけ必要でしょうか。長期間堪えられ

るだけの量が望ましいのですが、１日か２日分であっても、無いよりはましです。つ

まり、「命を守る最低限の物資」を「短期間分であっても」備蓄する、これを先ず基

本として考えるべきでしょう。 

老人や乳幼児・妊産婦などのいる家庭などでは薬、おむつ、その他、あげればきり

がありません。次回ではもう少し具体的に考えてみますが、皆さんも家庭の家族構成

などを考えつつ準備をしてください。 

 
 

 

14 普段の備蓄 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い 三重県緊急事態措置が発表されました。 

①生活の維持に必要な場合を除く外出の自粛。（県境を超える移動、県内における移動）

②衛生管理と体調管理の徹底（石鹸手洗い、手指消毒液の活用、マスクなどの感染予防）

③3つの『密』の回避、人との距離の確保 （ 密閉・密集・密接 からの回避 ） 

広げない  持ち込まない  三密にしない      4 月 20 日 三重県庁 発表 


